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過去の損失計上先送り及び第2四半期報告書の提出に関する追加情報について 

 

 

 当社の平成 23 年 11 月８日付適時開示「過去の損失計上先送りに関するお知らせ」、平成 23 年 11 月

10 日付適時開示「平成 24 年 3 月期第 2 四半期報告書の提出遅延のお知らせ」に関連し、現時点までの

追加情報を以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 平成24年3月期第2四半期報告書の提出に向けた取り組みについて 

 

当社は、平成23年12月初旬に第三者委員会の調査結果報告を受領した後、速やかに第2四半期報

告書の提出ができるよう準備を進めております。現在、外部の専門家によるプロジェクトチームを立

ち上げ、関係者等の協力も得ながら鋭意作業を行っております。12月14日までに監査法人のレ

ビューを受けた上で、四半期報告書を提出する予定です。 

 

２． 過去の有価証券報告書等の訂正について 

 

 上記１．の通り、平成24年 3月期第2四半期報告書の提出準備を進めておりますが、その準備過程

において、過去に提出した有価証券報告書等の訂正が必要となる見通しとなったため、併せて有価証

券報告書等の訂正報告書の提出準備を進めております。この件に関しましては、これまで様々な報道

等がされておりますが、訂正の具体的内容、訂正が必要となる期間等、詳細につきましては現在調査

検討中であり、当社が発表したものではございません。過年度決算訂正の具体的内容が確定次第、速

やかに適正な開示を行う所存です。 

 

３． 平成23年11月 16日開催の金融機関向け説明会について 

 

 当社は、平成23年11月 16日に当社と取引のある金融機関向けに説明会を開催し、今回の問題につ

いての経緯と対応や、当社の財務状況(管理会計ベース)等について説明を行いました。説明会の内容

の詳細につきましては、別紙「金融機関様向け説明会資料」をご参照ください。 

 尚、「金融機関様向け説明会資料」は、当社が現時点で認識する事実関係及び財務内容に基づく説明

となります。当社の財務内容につきましては、平成 23 年 11 月１日に設立されました第三者委員会の

調査結果及びこれに基づく検証により、見直しが必要となる可能性がございます。調査結果を受け、

上記四半期報告書の提出等と併せて、速やかに適正な情報開示を行う所存です。 

 

 株主・投資家の皆様、お取引先の皆様、市場関係者の皆様をはじめ、多くのステークホルダーの皆

様に多大なご迷惑とご心配をおかけしていることに対しまして、ここに深くお詫び申し上げます。 

 

以 上 
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【適時開示参考資料】
 金融機関様向け

 
説明会

 2011年11月16日開催

 オリンパス株式会社
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ご説明内容

1. 今回の経緯と対応について

2. 事業の状況

3. 業績について

4. 財務状況

5. 質疑

本説明会におけるご説明の内容は、当社が現時点で認識する事実関係及び財務内容に

 基づくご説明となります。当社の財務内容につきましては、本年１１月１日に設立されまし

 た第三者委員会の調査結果及びこれに基づく検証により、見直しが必要となる可能性が

 ございますので、ご承知置き下さいますようお願い申し上げます。
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1. 今回の経緯と対応について
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経緯
 

（１）一連の報道に関して

10月14日の社長交代に端を発する連日の報道内容や、株価の下落を受け、

10月26日に代表取締役の異動を決議。菊川剛が代表権および会長兼社長

執行役員の役職を返上。髙山修一が代表取締役・社長執行役員に就任

10月27日、過去の買収案件に関する追加情報を開示

11月1日、第三者委員会を設置。第1回会合を実施

11月8日、第三者委員会による調査が進捗する過程において、

過去の損失計上先送りの事実が判明。記者会見および情報開示。

森久志を副社長執行役員から解職。山田秀雄も辞任の意向
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経緯
 

（２）過去の損失計上先送りに関して

第三者委員会の調査により 終的な事実確認

【現時点の当社の認識および経緯】

1990年代に財テクによる損失を抱えた

複数のファンドを使う形で損失計上を先送りを行った

Gyrus Group買収時のコンサルタント報酬、国内新事業３社の買収資金で全て処理

資金は含み損の解消に利用されており、マネーロンダリング、反社会的な団体への

還流はない

11月7日 森元副社長から説明
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第三者委員会

当社と利害関係のない外部有識者からなる、独立性を確保した第三者委員会

 による調査を11月1日より開始、12月初旬に 終報告予定

構成： 委員長 甲斐中 弁護士 （元 高裁判所判事、元東京高等検察庁検事長）
委員

 

中込

 

弁護士 （元名古屋高等裁判所長官）
有田

 

弁護士 （元福岡高等検察庁検事長）
須藤

 

弁護士
片山

 

弁護士
滝口

 

公認会計士

目的： ・過去の買収案件（Gyrus、国内3社）に関して、当社に不正ないし不適切な行為、

妥当性を欠く経営判断があったか否かを検証
・損失計上の先送りに係る事実関係の調査
・当社のガバナンス体制等の改善強化に関する提言

【第三者委員会】

オリンパス：

 情報提供等の全面協力

 ・関連資料等の提出

 ・関係者ヒアリング

委員会：

 真相究明に尽力

 ・独立性、中立的な立場での

 徹底調査

 ・改善点の指摘、改善策提言

事務局
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上場維持に向けて

【上場維持に向けた取り組み】

：第２四半期報告書を法定提出期限（11月14日）までに提出

 できる見込みがないことを理由として、東京証券取引所が

 当社株式を監理銘柄（確認中）に指定

：第三者委員会調査結果の報告を受け、対応策を発表予定

 （責任の所在を明確にし、必要に応じて法的対応も行う）

：第２四半期報告書を、法定提出期限の経過後１ヶ月以内

 （上場廃止基準）となる12月14日までに提出

11月10日

12月初旬

～12月14日
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ガバナンス強化

第三者委員会の調査に全面的に協力し、調査結果及び当社のガバナンス改善

 に関する提案を真摯に受け止めます。且つ外部専門家の支援を受けて新しい

 経営体制を確立し、早急にガバナンスの強化を実施します。

【当社が考えるこれまでの問題点】

経営トップに権限が集中し、且つ長期の体制

経営執行会議・取締役会における意思決定プロセス

経営の監督機能の脆弱性

ステークホルダーへの開示 等
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２．事業の状況
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「検査」と同時に「治療」が行える唯一の医療機器

体内を鮮明な画像で、リアルタイムにモニター表示

早期発見を促す診断技術「NBI」（狭帯域光観察）など、 先端の技術力

圧倒的な技術力とシェア（70％）で今後も安定的に収益性を確保

医療
 

：成長戦略
 

（１）内視鏡（消化器）

NBI通常観察

次世代内視鏡システムの早期投入・普及

新興国市場への本格参入（普及価格モデル投入）

【強みと特長】

【今後の戦略】

【内視鏡システム

 

イメージ】
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医療
 

：成長戦略
 

（２）外科・処置具

新低侵襲手術普及と新高付加価値デバイス導入による市場創生

ディスポ消耗品ビジネスの拡大

トレーニングセンター構築と活用

【ジャイラスとのシナジー・将来性】

ジャイラスとのシナジー製品（電気メス）を今年度投入予定

【Gyrusの強みと特長】

北米の泌尿器、婦人科向けの低侵襲機器で、圧倒的に高いシェア

124,608 124,281

87,855
60,992 67,593

73,178

139,285

-0.3%
-10.5%
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8.3%10.8%11.7%
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売上高

成長率

（外科・処置具

 

海外成長率）
（2011年3月期）

 
●為替影響（125億円）を除く

 実質成長率：

 

+10％

2008年2月 Gyrus買収 （単位：百万円）

（2010年3月期）

●為替影響（117億円）を除く

 実質成長率：

 

-2％

●事業効率化に向けたジャ

 
イラス再編を実施、収益へ

 
一時的にマイナス影響
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普及価格モデルの投入

販売サービス体制の強化

•インド現地法人設立

市場規模・シェアの拡大

内視鏡医増加、トレーニング強化

•2008年

 
上海トレーニングセンター

•2010年

 
北京トレーニングセンター新設

【中国・アジア売上高】

2011/3期

 
400億円

2015/3期（予）

 1,000億円
 （ＣＡＧＲ24％）

中国・新興国市場の成長加速

医療
 

：成長戦略
 

（３）中国・アジア市場の拡大

2009.03 2010.03 2011.03

中国売上成長率 CAGR：約30%
＊現地通貨ベース

注）15年3月期（予）は10年5月12日公表の経営基本計画の数値

【北京トレーニングセンター】
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5,500

10,000

（億円）

3,553

整形外科、循環器領域の拡大

外科・処置具が成長を牽引
製品グループ

診療科

消化器内科

泌尿器科

耳鼻科

整形外科

循環器科

呼吸器科

一般外科

内
視
鏡

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス市場軸

製品軸
エ
ネ
ル
ギ
ー・
・
・
・
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・

・
・
・
・
・
・

年平均成長率
 

約11％
(2011年3月～2020年3月)

診療科の拡大

2019年度（創業100周年）、売上高1兆円に向けて

医療
 

：成長戦略
 

（４）売上高1兆円に向けて

注）2011年3月期～15年3月期（予）は10年5月12日公表の経営基

 
本計画の数値。2016年3月期～2020年3月期は、目標値。

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
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医療：ドクターから寄せられたメッセージ（一部抜粋）

「貴社の医療における技術面でのリーダーシップと貢献度、我々医師からの信頼はゆ

るぎないものです」

「貴社には沢山のすばらしい人材、開発力、そして世界に誇れる実績があります」

「多くの患者さんが、貴社製品で現在も命が救われ続けています。他者にはないこれら

財産をパワーに、この難局を見事に乗り切って頂けるよう祈念しております」

「貴社の社会に対する貢献度の高さ、内視鏡治療の貴社が為してきた消化管がんの診

断治療が、各種早期がんの治療につながってきたことを誇りに、今回の事件に負けず頑

張って下さい」

「何も恐れることはない、皆には世界が信頼する機器をもっているではないですか。そ

れに関わる人々、英知もあるではないですか。それを信じている患者さまや、ユーザーが

いるではないですか。再度、エールを送ります『自分たちの力を信じて』」

「わが国における内視鏡の開発、発展に、学会の会員とともにオリンパスが大きな役割

を果たし、日本の内視鏡医療が世界をリードしている背景をほとんど知らず、なぜオリン

パスの製品が世界で愛用されているかを知らず～//～ 終的には、患者さんが一番影

響を受け、内視鏡医療の質が低下することに考えが及ばないと思います」
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映像
 

：収益改善に向けた今期の取組み

サプライチェーンの改善、在庫統制

コスト削減の推進

【安定的な利益を創出できる経営体質の構築】

光学技術の強みを活かした商品開発（例：SZ-30MR）

付加価値、収益性の高い製品を順次拡充（例：PEN第3世代）

【商品力の強化】

ミラーレス一眼「PEN」シリーズ拡充

 高付加価値機能、アクセサリの拡充

高級コンパクト「XZ-1」

 一眼用「ZUIKO」レンズ搭載

高倍率コンパクト「SZ-30MR」

 1600万画素CMOSセンサー、

 光学24倍ズーム、フルHD動画

▲ 51

33

▲ 150

4

-150 

-100 

-50 

0

50

2009/3 2010/3 2011/3 2012/3(1Q)

（営業利益の推移） 単位：億円

黒字化
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映像
 

：ミラーレス一眼市場の更なる拡大が期待

他社に先駆けてミラーレス市場を開拓したオリンパスのPENが好調

2011年上半期（1～6月） の「BCNランキング」では、ミラーレスタイプで

オリンパスが1位（38.7％）を獲得

7月発売の第三世代「E-P3」は、発売日初日を含む「BCNランキング」の

週次データで、デジタル一眼カメラの2位に

第第33世代世代PENPENシリーズシリーズ
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ライフ・産業：
 

オリンパスの強みと特長

【強みと特長】

各領域でトップクラスのシェア（臨床用顕微鏡：６０％ 競合はニコンとライカ、

超音波と電磁気：３５％ 工業用内視鏡：４０％ 競合は共にGE等）

ライフ分野と産業分野とで、光学技術・開発・製造の共通基盤を活用

複数の検査・分析技術の統合とネットワーク化により総合的にグローバル提供

コスト面と効率面でシナジーを発揮、競合他社とは圧倒的な差別化が実現

工業内視鏡

超音波

医療
内視鏡

自動検査

 （診断補助）

生物顕微鏡

工業顕微鏡

遠隔診断
X線分析

電磁気
技術・開発・製造の共通基盤

検査・分析技術の統合・ネットワーク化
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ライフ・産業：
 

安定した高収益事業

開発生産のグローバル展開により円高耐性高く、安定した収益性

圧倒的技術力で、着実な成長

【高収益体質】

【営業利益の推移】

81
70

48

88 86

6.5%

5.3%

8.5%

7.7%

4.0%

0

50

100

150

2007/3 2008/3 2009/3 2010/3 2011/3

（単位：億円）

0%

2%

4%

6%

8%

10%
営業利益 営業利益率(%)

注）2011年3月期より従来「その他」に区分していた一部事業を「ライフ・産業」に変更、それ以前は変更前の事業区分で表示

※2011年3月期は、特

 殊要因▲43億円の影

 響を含む

 （うち為替影響：▲24億

 円、分析機事業譲渡：

 ▲19億円）
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3 ,444

3 ,764

4 ,050

3 ,000

3 ,500

4 ,000

4 ,500

2009年 2010年 2011年

（MM総研調べ/単位：万台）
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48
52

0
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2008年度 2009年度 2010年度

（市場販売予測） （営業利益推移）

（単位：億円）

情報通信

携帯電話販売および固定回線販売

【事業内容】

【携帯電話販売市場】

スマートフォンやタブレット等、端末多様化により市場は拡大

【実績】
市場シェア：約6%（業界２位）

３期連続増収増益
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３．業績について
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数値の前提

管理ベース管理ベース
社内の事業管理・業績評価を目的とする数値。主に事業計画対比で分析。

社内管理上、速報性を重視。
（集計範囲）

損益項目

 
売上高～営業利益

バランス項目

 
売上債権、棚卸資産、仕入債務

決算ベース決算ベース
GAAPに基づいて、有価証券報告書・決算短信等で報告されている財務会計数値。

（集計範囲）

損益計算書、貸借対照表、キャッシュフロー計算書等

営業利益段階における管理ベースと決算ベースの差異営業利益段階における管理ベースと決算ベースの差異
主に管理ベース上、概算値で集計している項目

売上原価及び棚卸資産 ： 管理ベースには原価差額調整を含まず

販売費及び一般管理費 ： 管理ベースには退職給付会計確定額を含まず

以下、当第2四半期の業績並びに当期の業績予測については、
管理ベースの数値を用いてご説明いたします。
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決算概況（管理ベース）

(1)

 11年3月期

 上半期-実績

(2)

 12年3月期

 上半期-計画

(3)

 12年3月期

 上半期-実績

(3)-(1)

 前年同期

 との差異

(3)-(2)

 事業計画

 との差異

売上高 4,188 4,211 4,163 △25 △48

営業利益 198 147 169 △29 +22

営業利益率 4.7% 3.5% 4.1% △0.6% +0.6%

為替レート

USD 88.95円 85.00円 79.82円 △9.13円 △5.18円

EUR 113.85円 110.00円 113.79円 △0.06円 +3.79円

為替の影響

売上高 - - - △131 △36

営業利益 - - - △16 +3

（単位：億円）
2012年3月期 第2四半期（2011年4月～9月）
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セグメント（１）（管理ベース）

(1)

 11年3月期

 上半期-実績

(2)

 12年3月期

 上半期-実績

(2)-(1)

差異

差異の

 うち為替

売上高

連 結 4,188 - 4,163 - △25 - △131

医療 1,755 - 1,640 - △115 - △81

ライフ・産業 428 - 449 - +21 - △24

映像 682 - 711 - +29 - △26

情報通信 1,024 - 1,092 - +68 - -

その他 299 - 271 - △28 - -

営業利益

及び

売上高

 営業利益率

連 結 198 4.7% 169 4.1% △29 △0.6% △16

医療 366 20.8% 302 18.4% △64 △2.4% △30

ライフ・産業 22 5.2% 24 5.3% +2 +0.1% △11

映像 △41 △6.0% 5 0.7% +46 +6.7% +22

情報通信 28 2.8% 29 2.7% +1 △0.1% -

その他 △177 - △191 - △14 - +3

2012年3月期 上半期（2011年4月～9月） （単位：億円）
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セグメント（２）（管理ベース）

(1)

 2010年9月末

 実績

(2)

 2011年9月末

 実績

(2)-(1)

差異

(参考)

 2011年3月末

 実績

売上債権

合 計 1,184 1,149 △35 1,282
医療 636 576 △60 664
ライフ・産業 162 153 △9 174
映像 219 237 +18 188
情報通信 167 183 +16 256

棚卸資産

合 計 915 977 +62 886
医療 381 485 +104 402
ライフ・産業 148 152 +4 155
映像 306 258 △48 243
情報通信 80 82 +2 86

仕入債務

合 計 742 769 +27 829
医療 314 329 +15 326
ライフ・産業 114 60 △54 120
映像 168 221 +53 151

情報通信 146 159 +13 232

売上債権、棚卸資産、仕入債務 （単位：億円）

注）各科目の残高の合計は、上記の主要事業のみの数値。
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決算概況（管理ベース）

(1)

 11年3月期

 通期-実績

12年3月期
(4)-(1)
差異(2)

 上半期-実績
(3)

 下半期-予測
(4)

 通期-予測

売上高 8,511 4,163 3,737 7,900 △611

営業利益 337 169 187 356 +19

営業利益率 4.0% 4.1% 5.0% 4.5% +0.5%

為替レート

USD 85.72円 79.82円 80.00円 79.91円 △5.81円

EUR 113.12円 113.79円 110.00円 111.90円 △1.22円

2012年3月期業績予測（2011年4月～2012年3月）
（単位：億円）

（前提）

下半期は、当初の見込みよりも一定のリスクを織り込んでいるが、営業利益5.0%を
確保できる見通し。

医療は上半期に震災の影響があったものの、下半期は安定的な利益確保を見込む。
映像は2011年3月期から損益状況が大きく改善。

コスト削減の実施。
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のれん

償却期間
2008年

 
3月末

2009年

 
3月末

2010年

 
3月末

2011年

 
3月末

2011年

 
9月（予）

Gyrus 20年 1,683 1,320 1,600 1,353 1,204

ＩＴＸ 20年 472 226 208 232 229

アルティス 10年 216 48 30 26 15

News Chef 10年 158 - - - -

ヒューマラボ 10年 169 - - - -

Spiration 10年 - - - 30 26

Innov-X 10年 - - - 31 27

Spirus 10年 - - - - 30

その他 5年～20年 300 211 103 83 68

合 計 5年～20年 2,998 1,805 1,941 1,755 1,599

のれん残高の推移

2011年3月末現在、のれん残高のうち8割弱がGyrusである。

Gyrusののれんの評価は外科事業の減損テストの中で確認されており、2011年3月末時点で減損の兆候は無い。

1990年代ころからの有価証券投資等による損失は、Gyrus社の優先株を買い取る前にすでに発生しており、当該損失が過年

度の損益計算書の適切な期間に計上されていなかった可能性がある。適切な決算期に当該損失を計上するように訂正すると、

結果として優先株の買取り及び 終的な株式取得に係るＦＡ費用の支払自体がなくなり、のれん(2011年3期現在で418百万ド

ル(334億円))もなくなる可能性がある。

（単位：億円）
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４．財務状況
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有利子負債

07年3月期 08年3月期 09年3月期 10年3月期 11年3月期 12年3月期

2007年

 
3月末

2007年

 
9月末

2008年

 
3月末

2008年

 
9月末

2009年

 
3月末

2009年

 
9月末

2010年

 
3月末

2010年

 
9月末

2011年

 
3月末

2011年

 
9月末

短期借入金 1,400 1,423 3,120 1,146 814 734 751 625 642 602

1年内返済予定

 
長期借入金

85 88 268 315 157 81 189 498 632 428

長期借入金 1,731 1,667 1,774 3,624 4,126 4,509 4,371 4,253 4,111 4,520

1年内償還予定

 
社債

1 301 352 50 203 403 200 0 2 202

社債 1,405 1,105 1,054 1,503 1,302 1,102 1,104 1,103 1,101 901

有利子負債 4,622 4,584 6,568 6,638 6,602 6,829 6,615 6,479 6,488 6,653

現預金 2,166 1,796 1,583 1,297 1,369 2,234 2,068 2,048 2,136 2,331

ネットデット 2,456 2,788 4,985 5,341 5,233 4,495 4,547 4,431 4,352 4,322

（単位：億円）有利子負債の推移
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有利子負債（2011年9月末－連結）

連結有利子負債一覧表（金融機関様別） （単位：億円）

A B C D E F G H I J K L M N

短期借入金 265 263 38 34 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

長期借入金 1,537 1,115 801 180 170 313 131 249 80 48 8 36 10 0

社債 473 50 20 0 0 100 10 0 0 0 0 0 0 450

合計 2,275 1,428 859 214 170 413 141 250 80 48 8 36 10 450

O P Q R S T U V W X Y Z O P

短期借入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長期借入金 25 10 9 10 20 20 20 15 10 10 10 10 10 10

社債 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 25 10 9 10 20 20 20 15 10 10 10 10 10 10

Q R S T U V W X Y Z A’ B’ C’ 合計

短期借入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 602

長期借入金 10 8 5 5 5 5 4 2 9 4 4 17 3 4,948

社債 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,103

合計 10 8 5 5 5 5 4 2 9 4 4 17 3 6,653

注）短期借入金には輸出手形未決済分も含む。長期借入金、社債にはそれぞれ返済期限又は償還期限が1年以内のものを含む。
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資金状況
 

－
 

キャッシュフロー

2011年

 3月期

 （実績-決算B）

2012年

 3月期

 （予測）

2013年

 3月期

 （参考値）

2014年

 3月期

 （参考値）

2015年

 3月期

 （参考値）

売上高 8,471 7,900 7,900 7,900 7,900

営業利益 354 356 356 356 356

（％） 4.2% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5%

営業CF 329 577 598 610 603

投資CF 166 △400 △400 △400 △400

財務CF △374 △113 △571 △1,095 △946

キャッシュフロー 121 64 △373 △885 △743

有利子負債 6,488 6,456 5,966 4,952 4,087

現預金 2,136 2,199 1,826 941 198

前提）

 

2012年3月期下半期の業績は、当初予測の80%の達成度と仮定。

2013年3月期以降の業績は、横ばいで推移すると仮定。

減価償却費及びのれん償却費は、2011年3月期実績と同水準。

長期借入金の新規調達は無いと仮定。

備考）

 

コミットメントライン

 

：

 

650億円、72百万ポンド（94億円/GBP=130円）

（単位：億円）連結キャッシュフロー予測
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資金状況
 

－
 

現預金

2011年

 3月期
2012年

 3月期

3月 9月 10月 11月（予） 12月（予） 1月（予） 2月（予） 3月（予）

オリンパス㈱ 1,055 1,439 1,235 1,293 1,032 1,071 1,097 1,194

米国統括会社 62 31 59 78 58 61 65 57

欧州統括会社 143 174 197 180 189 205 200 208

英国統括会社 78 43 48 52 56 60 66 66

アジア統括会社 314 184 204 172 188 168 174 175

その他 484 460 488 488 498 499 499 499

連結 2,136 2,331 2,231 2,263 2,021 2,064 2,101 2,199

2012年3月期の現預金残高の推移 （単位：億円）
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資金状況
 

－
 

有利子負債

2011年

 3月期
2012年

 3月期

3月 9月 10月（予） 11月（予） 12月（予） 1月（予） 2月（予） 3月（予）

オリンパス㈱ 4,763 5,263 5,117 5,117 5,013 5,117 5,117 5,013

米国統括会社 238 188 190 185 180 174 166 174

欧州統括会社 8 6 9 9 9 9 9 9

英国統括会社 - - - - - - - -

アジア統括会社 433 247 248 235 230 224 224 224

その他 1,046 948 977 967 948 948 997 1,036

連結 6,488 6,653 6,541 6,513 6,380 6,472 6,513 6,456

2012年3月期の有利子負債残高の推移 （単位：億円）
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長期借入金
 

－
 

返済スケジュール

2012年

 3月期
9月

 残高
10月 11月 12月

12月

 残高
1月 2月 3月

3月

 残高
オリンパス㈱ 5,250 △250 - - 5,000 - - - 5,000

関係会社 801 - △2 △17 782 - △6 △5 771

合計 6,051 △250 △2 △17 5,782 - △6 △5 5,771

2013年

 3月期
2014年

 3月期
2015年

 3月期
2016年

 3月期
2017年

 3月期

期中
3月

 残高
期中

3月

 残高
期中

3月

 残高
期中

3月

 残高
期中

3月

 残高

オリンパス㈱ △200 4,800 △970 3,830 △519 3,311 △600 2,711 △500 2,211

関係会社 △290 481 △44 437 △346 91 △83 8 - 8

合計 △490 5,281 △1,014 4267 △865 3,402 △683 2,719 △500 2,219

2012年3月期の返済スケジュール

2013年3月期以降の返済スケジュール

注）上の表には短期借入金は含まれていない。

長期借入金及び社債の返済期限又は償還期限が1年以内のものを含む。

（単位：億円）

（単位：億円）
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 ご清聴有り難うございました。

 引き続き、皆様からの御質問を賜りたいと存じます。
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